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広報 人と自然が織りなす 心豊かな協働の村

復興へのご支援に心から感謝します

主
な
内
容

● 消防出初め式を開催 ������ ２㌻
● 税の申告相談期間 ������� ４㌻
● 村の話題 ����������� ６㌻
● 議会だより ���������� 12㌻

の
勝
ち
～

　

1
月
23
日
、
若
桐
保
育
園
で
行
わ
れ
た
相
撲
大

会
。
０
歳
児
か
ら
５
歳
児
ま
で
36
人
が
白
熱
し
た

取
り
組
み
を
見
せ
ま
し
た
。
写
真
は
豪
快
な
上
手

投
げ
を
繰
り
出
し
優
勝
し
た
柾
谷
一
心
君
＝
菅
窪
。
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■民生委員・児童委員　　　　　　　　　　　　　　　   敬称略

地区 氏名 地区 氏名
北　山 平坂　百子 再 真木沢 八重樫由美子 再

机
上村　牧子 新

切　牛 和山　敏治 再
池　名 浜岩泉 熊谷喜枝子 再
明　戸 道合　勇一 再 島　越 下村　博光 再
羅　賀 熊谷裕美子 再 千　丈

向川原　嚴 再
田野畑

畠山　和子 再
尾肝要

板　橋 巣　合 嘉藤　正義 再
西和野 泉山　君子 再 田　代

熊谷　勤巳 再
和　野 三上　修一 再 萩　牛
菅　窪 畠山サエ子 再 沼　袋 金子　すみ 再
七　滝 熊谷　キミ 再 甲　地 佐々木あや子 新
猿　山 佐藤千代子 新 拓洋台 畠山　信子 新
大　芦 金澤　晶子 新 黎明台 畠山シノ子 新

※拓洋台と黎明台が完成するまでは、それぞれ仮設団地を担当

■主任児童委員（民生委員・児童委員を兼ねています）   敬称略

氏名 氏名
奥地キミ子 再 前原　静美 再

※主任児童委員は村内全地区を担当します

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
改
選
さ
れ
、

新
し
い
体
制
に
な
り
ま
し
た
。
任
期
は
平

成
28
年
11
月
30
日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

　
こ
の
委
員
は
、
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委

嘱
さ
れ
る
も
の
。
皆
さ
ん
の
自
立
し
た
日

常
生
活
を
支
援
す
る
た
め
の
相
談
に
応
じ

た
り
、
必
要
な
助
言
を
行
っ
た
り
し
て
い

ま
す
。
そ
の
他
、
子
育
て
や
妊
産
婦
、
一

人
親
家
庭
な
ど
の
福
祉
増
進
に
も
携
わ
り
、

行
政
機
関
や
福
祉
事
業
者
と
の
連
絡
調
整

も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
と
き
は
、
気

軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

◆ 

問
い
合
わ
せ
先
…
保
健
福
祉
課
（
☎
33

－

３
１
０
２
）

子育て・福祉などの困りごと
相談はお近くの

民生委員・児童委員へ

　
村
の
新
し
い
教
育
長
に
、
袰ほ

ろ

岩い
わ

敏と
し

雄お

さ
ん（
61
）が
就
任
し
ま
し
た
。
任
期
は

１
月
６
日
か
ら
４
年
間
で
す
。

　
袰
岩
教
育
長
は
北
海
道
遠
軽
町
出
身
。

岩
手
大
学
教
育
学
部
を
卒
業
後
、
昭
和

50
年
に
新
里
村
立
蟇
目
中
学
校
教
諭
と

な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
宮
古
下
閉
伊

管
内
の
小
学
校
教
諭
、
宮
古
教
育
事
務

所
主
任
社
会
教
育
主
事
、
宮
古
市
立

鍬
ヶ
崎
小
学
校
教
頭
、
大
船
渡
市
立
越

喜
来
小
学
校
長
な
ど
を
経
て
、
平
成
25

年
３
月
に
宮
古
市
立
山
口
小
学
校
長
で

定
年
退
職
。
同
年
４
月
か
ら
は
宮
古
市

教
育
研
究
所
長
を
務
め
て
い
ま
し
た
。

　
村
へ
は
単
身
で
赴
任
。
趣
味
は
星
を

見
る
こ
と
と
、
花
の
絵
を
描
く
こ
と
。

「
星
、
花
、
鳥
な
ど
村
の
自
然
を
楽
し

み
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

村
の
新
し
い
教
育
長
に

　
袰
岩 

敏
雄
さ
ん
が
就
任

　
村
消
防
団
（
畠
山
保や

す

幸ゆ
き

団
長
）
の
消
防

出
初
め
式
が
１
月
12
日
、
田
野
畑
中
学
校

を
主
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
身
に
し

み
る
寒
さ
の
中
、
団
員
と
女
性
消
防
協
力

隊
（
三
浦
康や

す

子こ

隊
長
）
の
隊
員
、
合
わ
せ

て
１
３
７
人
が
整
列
。
防
災
意
識
の
心
を

一
つ
に
し
ま
し
た
。

　
畠
山
団
長
は
「
今
日
の
出
初
め
式
で
は
、

威
風
堂
々
た
る
消
防
団
の
姿
を
村
民
に
ア

ピ
ー
ル
し
て
ほ
し
い
。
今
年
は
ポ
ン
プ
操

法
の
年
。
長
期
間
の
訓
練
に
な
る
が
、
村

の
名
誉
の
た
め
に
も
頂
点
を
目
指
し
て
頑

張
っ
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

　
統
監
の
石
原
弘ひ

ろ
し

村
長
は
「
大
震
災
を
契

機
に
、
消
防
団
の
活
動
が
高
く
評
価
さ

れ
、
そ
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。
今
後

の
消
防
団
活
動
に
お
い
て
も
英
知
を
集
結

し
、
崇
高
な
消
防
精
神
の
高
揚
と
団
結
で
、

地
域
防
災
力
の
充
実
を
図
る
こ
と
が
地
域

の
安
寧
と
秩
序
を
保
持
す
る
」
と
訓
示
し
、

地
域
住
民
の
安
全
の
た
め
に
引
き
続
き
精

進
す
る
こ
と
を
望
み
ま
し
た
。

　
統
監
に
よ
る
服
装
・
機
械
器
具
点
検
の

後
は
、
菅
窪
地
区
の
国
道
45
号
に
移
動
し

て
分
列
行
進
。
ラ
ッ
パ
隊
の
吹
奏
す
る
行

進
曲
に
合
わ
せ
た
一
糸
乱
れ
ぬ
威
風
堂
々

と
し
た
行
進
で
、
火
消
し
の
心
意
気
を
示

し
て
い
ま
し
た
。

消防出初め式を開催
防火の願い一つに

威風堂々とした分列行進で火消しの心意気を示した

直立不動の姿勢で出初め式に臨む消防団員

団員に敬礼する畠山団長

石原統監が機械器具点検

ラッパ隊の吹奏が志気を高めた

村・子どもたちのため
「一生懸命」務めます

　教育振興運動などを見
て分かるように教育熱心
で、産業や観光にも力を
入れているというのが田
野畑村の印象です。
　小中連携が密になるよ
うに力を入れ、『田野畑
村のことが好きで、復興
を支える力を付けるため
自分から進んで何にでも
取り組める子どもたち』
を育てていきたいと考え
ています。
　家庭教育などの充実を
図ることで、家庭、地域、
学校が一体となり、一人
一人を大切にする教育を
進めていきます。
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■申告相談所開設日程
月日 対象地区 場所 受付時間

２月７日㈮ 田野畑 役場村民談話室 9:00～15:00 ※1

10日㈪
北山 地区総合センター 9:00～11:30

机 拓心館 13:00～15:30

12日㈬ 羅賀 田野畑駅 9:00～15:30 ※1

13日㈭ 島越 旧島越児童館 9:00～15:30 ※1

14日㈮ 和野 地区公民館 9:00～11:30

17日㈪ 西和野、菅窪、
アズビィ仮設団地

アズビィホール 9:00～15:30 ※1

18日㈫

20日㈭ 中学校仮設団地 仮設団地集会所 9:00～15:30 ※1

21日㈮ 高校仮設団地 仮設団地集会所 9:00～11:30

24日㈪
七滝 創心館 9:00～11:30

猿山 地区公民館 13:00～15:30

25日㈫
巣合 地区公民館 9:00～11:30

池名 地区公民館 13:00～14:30

27日㈭
浜岩泉 地区公民館 9:00～11:30

真木沢 地区公民館 13:00～15:30

28日㈮
尾肝要 地区公民館 9:00～11:30

板橋 地区公民館 13:00～14:30

３月３日㈪
切牛 望洋館 9:00～11:30

大芦 大芦集会所 13:00～15:30

４日㈫
田代・萩牛 地区公民館 9:00～11:30

千丈 地区公民館 13:00～14:30

６日㈭
甲地 地区公民館 9:00～11:30

沼袋 青雲館 13:00～15:30

７日㈮ 明戸 地区公民館 9:00～14:30 ※1

10日㈪

全地区 役場村民談話室 9:00～15:30 ※1
11日㈫

12日㈬

13日㈭

14日㈮ 全地区 役場村民談話室 9:00～15:00 ※1

※1　12:00～13:00は受け付けを行いません

　申告に必要なもの
□ 村・県民税申告書、または所得税の確

定申告書
□印鑑
□ １年間の収支を記入した所得内訳書と

関係する伝票、領収書、証明書など（自
営業者）

□源泉徴収票（給与所得者、年金受給者）
□ 支払証明書（社会保険料、国民年金保

険料、生命保険料、地震保険料など）
□ 医療費の領収書、または証明書（医療

費控除を受ける人。支払合計額を計算
しておいてください）

□ 預貯金通帳など口座番号が分かるもの
（所得税の還付を受ける人。本人名義

の口座に限ります）

申
告
が
必
要
な
人

　
平
成
26
年
１
月
１
日
現
在
、
田
野
畑
村

に
住
所
が
あ
る
人
は
村
・
県
民
税
の
申
告

書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
た

だ
し
、
次
の
❶
、
❷
に
該
当
す
る
人
は
除

き
ま
す
。

❶
25
年
中
の
所
得
が
給
与
所
得
だ
け
で
、

　
年
末
調
整
が
済
ん
で
い
る
人

❷ 

25
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
提

出
し
た
人

　
給
与
所
得
者
で
、
職
場
か
ら
源
泉
徴
収

票
を
も
ら
っ
て
い
る
人
で
も
、
▼
年
末
調

整
が
済
ん
で
い
な
い
人
▼
給
与
以
外
に
漁

業
、
農
業
、
不
動
産
、
土
地
の
譲
渡
な
ど

の
収
入
が
あ
る
人
―
は
申
告
が
必
要
。
そ

の
他
、
医
療
費
控
除
を
受
け
る
人
も
申
告

が
必
要
で
す
。

　
村
・
県
民
税
の
申
告
書
用
紙
は
、
▼
税

務
署
か
ら
確
定
申
告
書
用
紙
が
届
い
て
い

る
人
▼
給
与
か
ら
村
・
県
民
税
が
差
し
引

か
れ
て
い
る
人
で
昨
年
の
申
告
で
給
与
以

外
に
所
得
が
な
か
っ
た
人
▼
収
入
が
年
金

収
入
の
み
と
思
わ
れ
る
人
―
に
は
配
布
し

て
い
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
給
与
や
年
金
所

得
以
外
の
収
入
が
あ
っ
た
場
合
は
申
告
が

必
要
で
す
。
申
告
書
用
紙
は
会
場
に
準
備

し
て
い
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。

申
告
の
注
意
点

　
還
付
申
告
に
は
源
泉
徴
収
票
が
必
要
で

す
。
紛
失
し
た
人
は
、
職
場
か
ら
再
発
行

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

２月７日㈮から３月14日㈮まで

税の申告相談期間です
申告は
お早めに

　
農
業
や
漁
業
な
ど
の
所
得
は
「
収
支
計

算
」
で
計
算
し
ま
す
。
収
入
と
支
出
の
証

明
書
類
が
な
い
と
実
際
の
所
得
よ
り
も
多

く
計
算
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
収
支

の
分
か
る
資
料
を
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

　
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を
受
け
る
人
は
、
源

泉
徴
収
票
と
年
末
残
高
証
明
書
が
必
要
で

す
。
初
め
て
控
除
申
告
す
る
人
は
、
事
前

に
担
当
課
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
地
区
巡
回
期
間
中
は
、
役
場
に
税
務
担

当
職
員
が
不
在
の
た
め
、
役
場
で
の
申
告

は
受
け
付
け
て
い
ま
せ
ん
。
他
の
地
区
で

申
告
を
し
た
い
人
は
、
必
ず
前
日
ま
で
に

担
当
課
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
告
期
間
最
後
の
３
日
間
は
毎
年
、
大

変
混
雑
し
ま
す
。
早
め
の
申
告
を
心
掛
け

ま
し
ょ
う
。

　
不
明
な
点
は
気
軽
に
担
当
課
に
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

◆ 

問
い
合
わ
せ
先
…
税
務
会
計
課
（
34

－

２
１
１
２
　
内
線
32
）

　大震災からの復興財源
を確保するため、村・県
民税の均等割額をそれぞ
れ500円引き上げます。
　法律（東日本大震災か
らの復興に関し地方公共
団体が実施する防災のた
めの施策に必要な財源の
確保に係る地方税の臨時
特例に関する法律）の改
正に伴うもので、平成26

年度から10年間引き上げ。
　増額分は避難所や防災
設備の整備など、防災・
減災事業の財源に充てら
れます。皆さんの理解と
協力をお願いします。

26年度から10年間
村・県民税の均等割額
1,000円引き上げ

■村・県民税の均等割額
現行 改正後

村民税 3,000円 3,500円
県民税 2,000円 2,500円

計 5,000円 6,000円

申告が必要な人はお忘れなく！

　

平
成
25
年
分
所
得
税
、
平
成
26
年

度
村
・
県
民
税
（
国
民
健
康
保
険
税
）

の
申
告
受
け
付
け
を
２
月
７
日
㈮
か

ら
３
月
14
日
㈮
ま
で
行
い
ま
す
。
申

告
を
忘
れ
る
と
、
各
種
税
証
明
書
が

発
行
で
き
な
か
っ
た
り
、
国
民
健
康

保
険
税
な
ど
の
軽
減
判
定
が
正
し
く

で
き
な
か
っ
た
り
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
が
起
こ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

忘
れ
ず
に
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。
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白熱した取り組みで応援にも熱が入る

はっけよ～い！のこった～！
　若桐保育園（鈴木康

や す

子
こ

園長）が１月23日、
相撲大会を開催しました。参加したのは０

歳児から５歳児までの36人。しこ名を呼ば
れた園児たちは元気よく土俵入り。始まる
前に逃げ出してしまう子もいましたが、そ
れぞれ白熱した取り組みを繰り広げました。
５歳児の部で優勝した「いっさ山」こと柾谷
一
い っ

心
さ

君＝菅窪＝は「優勝したくてお父さん
といっぱい練習しました。とってもうれし
いです」と弾ける笑顔。会場は大きな声援
が響きわたり、熱気に包まれていました。

鈴木村議会議長の音頭で三本締め。安全と大漁を祈願した

　村漁業協同組合の平成26年初売りが１月
４日、島越の魚市場で行われました。早朝
の市場には、サケやスルメイカ、タコなど
が水揚げ。漁協職員が選別作業などに追わ
れていました。中村芳

よ し

正
ま さ

組合長は「昨年の
秋サケ漁は前年の82パーセントにとどまり、
県内12市場中最低の水揚げ。今年は組合と
漁業者にとって、大漁で良い年になること
を祈っている」とあいさつ。初売りの最後
は、鈴木隆

た か

昭
あ き

村議会議長の音頭で三本締め。
新しい年の漁の安全と大漁を祈願しました。

魚市場で安全と大漁願い初売ミズキ団子に豊作の願い込め

待避所の役割や非常通報用電話の使用方法なども学習

児童一人一人が丁寧にタイルを張り付けた

完成前トンネルでタイル張り
　田野畑小学校（大芦教

の り

子
こ

校長、児童162人）
の６年生41人が１月20日、３月の開通に向
けて工事が進む尾肝要道路のトンネルを見
学しました。児童たちはバスに乗ってトン
ネル内を見学。トンネル中間付近ではバス
を降り、非常通報用電話の説明を受けたり、
村章と校章がプリントされたタイルを一人
一人張り付けたりしました。藤島蒼

あおい

君＝沼
袋＝は「タイルを張り、自分も工事をした
みたいでうれしい。通るのが楽しみなので
早く完成してほしい」と話していました。

　たのはた児童館（中里民
た み

子
こ

館長、園児50

人）の祖父母参観が１月24日に行われ、園
児たちが祖父母などに教わりながら「ミズ
キ団子づくり」に挑戦しました。この日は
仮設住宅の皆さんも招待。園児たちは赤や
緑などに色づけされた米粉に「きれい」と
歓声を上げ、慣れない手つきで５色の団子
を丸めていました。出来上がった団子はミ
ズキに付けてホールに展示。佐藤舞

ま

優
ゆ

ちゃ
んと奥地紗

さ

永
え

ちゃん（共に５つ）は「とって
も楽しい」と夢中で団子を丸めていました。祖父母などから教わり、団子を丸める園児たち

清めの水をかぶり、水への感謝の句を唱和する田野畑隊

　 龍泉洞みずまつり田野畑隊（菊地
大代表）の６人が１月11日、三沢地
区の原水をくみ、農村環境改善セン
ターまでの約６キロを水に感謝し

ながら走りました。この日は冷え
込みが厳しく、凍てつくような寒
さ。下帯姿の６人は、センター前
の普代川で頭から水をかぶり身
を清めて水への感謝の句を唱和。
見守っていた地域の人たちから

は、温かい拍手が送られました。

身を清め水への感謝込め走る

トンネル内約50万枚のうち60枚がこのタイル
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お知らせ
火　災

（12月19日～１月20日）

火 災 の【今月】　０件
発生件数【今年】　０件
無火災の連続記録
（１月20日現在） 316日

人口と世帯
１月１日現在 (　) は前月比

 人口　  3,747人（- 3）
 　男　  1,853人（+ 3）
 　女　  1,894人（- 6）
 世帯  1,435世帯（+ 2）

お知らせ

２月の無料法律相談
◆期日� ６日㈭、13日㈭、15日

㈯、20日㈭、27日㈭
◆時間�午前10時～午後３時
◆場所�宮古市役所
◆ 申し込み先�宮古市市民相談

室（☎0193-62-2111）

　村内各地で、不法投棄が
後を絶ちません。不法投棄
とは、決められた場所以外
に廃棄物を捨てること。空
き缶やたばこの吸い殻など
も、決められた場所以外に
捨てれば不法投棄です。産
業廃棄物と家庭ごみなどの
区別なく、法律（廃棄物の
処理及び清掃に関する法
律）で厳しく罰せられます。
　村が不法投棄を発見した
場合、関係機関の協力を得
て探索し、原状回復を基本

不法投棄は犯罪。法律で厳しく罰せられます

に厳しく指導しています。
　「誰も見ていないから…」
という軽い気持ちで捨てら
れたごみが、多くの人たち
に迷惑を掛けています。ご
みは自分の責任で分別し、
決められたルールで処理し
ましょう。
　分別方法や処理方法が分
からないとき、不法投棄を
発見したときは、役場担当
課に問い合わせてください。
◆ 問い合わせ先�生活環境

課（☎34-2114　内線21）

個人宅に不法投棄されたテレビ

不法投棄の罰則
● ５年 以下の 懲 役か1000万円

以下の罰金、またはその両方
● 法人が関わった場合、その

法人にも３億円以下の罰金

　４月１日から、消費税率が８

パーセントに引き上げられます。
　大震災で被災した住宅を新た
に建築や購入する場合、引き渡
しを受けるのが４月１日以降で
あれば、８パーセントの消費税
率が適用されます。「住まいの
復興給付金制度」は、消費税率
の引き上げに伴う負担増加分を
支援する制度です。詳しい内容
は問い合わせてください。
◆ 問い合わせ先�住まいの復興

給付金準備事務局コールセン
ター（☎0570-200-246）

●知 住まいの復興給付金制度

　積雪や凍結で路面状況が悪化
する季節。ゆとりを持った運転
で、交通事故を防止しましょう。
　冬の安全運転（いち、にっ、さん）運動
　①一割スピードダウンしよう
　②二倍の車間距離をとろう
　③三分早めに出発しよう
　飲酒運転４（し）ない運動
　①運転するなら酒を飲まない
　②運転者に酒を提供しない
　③飲酒者に車を提供しない
　④飲酒者の車に同乗しない
◆ 問い合わせ先�総務課（☎
34-2111　内線15）

●知 路面凍結など気を付けて

　平成26年度の村営建設工事の
指名競争入札、建設関連業務指
名競争入札に参加するためには
申請が必要です。詳細は村ホー
ムページを確認するか、担当課
に問い合わせてください。
◆受付期限�２月28日㈮
◆ 申請・問い合わせ先�建設第

一課（〒028-8407　田野畑村
田野畑143-1　☎34-2113　内
線55）

●募募 村営工事入札には申請を

　消費税増税に伴い、し尿くみ
取り料を４月１日に改定します。
◆ 改定内容�現行料金に消費税

増税分を加算します
　❶180㍑まで
　　○現 1,128円→○新 1,161円
　❷ 180㍑を超える場合、18㍑ま

たは端数ごとに加算
　　○現 112円80銭→○新 116円10銭
◆ 問い合わせ先�宮古地区広域

行政組合（☎0193-64-2011）、
生活環境課（☎34-2114　内
線21）

●知 し尿くみ取り料金を改定

◆ 対象�40～74歳で人間ドック
を受診した人（全ての医療機
関での受診が対象）

◆ 助成額�課税状況により１万
～２万円（２年に１回の助成）

◆ 申請方法�受診機関の領収書
または受診証明書、はんこを
持参し、保健福祉課に申請

◆ 助成期間�平成25年４月１日
～26年３月31日の受診分

◆ 申請・問い合わせ先�保健福
祉課（☎33-3102）

●知 人間ドッグに助成金交付

　仕事、お金、病気、人間関係
や法律など生活の困りごとに無
料でお答えします。村外の専門
家が対応し、秘密は守られます。
◆ 日時�２月20日㈭
　　　　午前10時～正午
◆ 場所�村保健センター
◆ 申込期限�２月19日㈬
※ 申し込まなくても相談できま

すが、申込者優先となります
◆ 申し込み・問い合わせ先�あ

すからのくらし相談室・宮古
（☎0193-64-2400）、保健福祉
課（☎33-3102）

●募募 生活なんでも相談会開催

　村は「風疹・麻疹ワクチン」
の予防接種を無料で行っていま
す。妊婦が感染すると、おなか
の赤ちゃんが難聴、心疾患など
になって生まれる危険がありま
す。感染を防ぐには予防接種が
効果的（接種後２カ月は避妊が
必要。妊婦は接種できません）。
予防接種で感染を防ぎましょう。
◆ 期間�３月31日㈪まで
◆ 場所�村診療所
◆ 接種料�無料
◆対象�満20～49歳の村民
◆ 受付時間�月～金曜日の午前
９時30分～11時、午後２時30

分～４時
　※土日祝日、水曜日午後は除く
◆ 必要な物�保険証など住所と

生年月日が確認できる物。母
子健康手帳

◆ 予約�接種希望日の１週間前
までに診療所（☎33-3101）に
予約

◆ 問い合わせ先�保健福祉課
（☎33-3102）

●知 風疹の予防接種が無料

●知 いろいろなお知らせ

　３月の開通を目指して工事を
進めている尾肝要道路。そのう
ち、田野畑－尾肝要間のトンネ
ル2,736ｍを歩く見学会を開催し
ます。この道路は自動車専用道
のため、開通すれば歩くことが
できません。申し込み不要でど
なたでも参加できます。とても
貴重な機会ですので、お誘い合
わせの上、ぜひご参加ください。
◆ 日時�２月16日㈰
　　　　午前10時～11時20分
◆ 集合場所�産直プラザ尾肝要、

中学校
◆ 移動�午前９時から集合場所

と会場間をシャトルバスが運
行します。自家用車でのトン
ネル乗り入れはできません

◆参加料�無料
◆ その他�トンネル中間でトン

ネル名称受賞者の表彰なども
予定しています

◆ 問い合わせ先�三陸国道事務
所（☎0193-71-1711）

●募募 トンネルの見学会を開催

　㈶ふるさといわて定住財団で
は、県内就職を希望する人を対
象に就職面接会を開催します。
◆日時�２月11日㈫
　　　　午後１時～４時
◆ 場所�中野サンプラザ８階
（ＪＲ中野駅北口）

◆ 対象�首都圏在住のＵ・Ｉタ
ーンを希望する社会人、県内
企業への就職を目指す学生

◆ 参加企業�県内に就業場所が
あり、正社員・正職員の求人
を有する企業　約50社

◆ 内容�参加企業との面談、職
業安定所による就職相談など

◆ 問い合わせ先�㈶ふるさと
いわて定住財団（☎019-653-

8976）

●募募 岩手県に就職しませんか

　月々の国民年金保険料を口座
振替にすると、納め忘れもなく
便利です。月々50円割り引かれ
る早割制度、割引額がさらに多
い６カ月前納や１年前納の制度
もあります。６カ月前納と１年
前納の申込期限は２月28日㈮で
す。希望する人は、早めの手続
きをお願いします。
◆ 申し込み方法� ▼納付書か年

金手帳 ▼通帳 ▼金融機関届出
印－を持参し、年金事務所か
各金融機関で申し込み

◆ 問い合わせ先�宮古年金事務
所（☎0193-62-1963）

●知 年金納付は口座振替が得

　農業を新たに始めたい人、後
継者を育てたい人のための相談
会を開催します。希望する人は
電話で申し込んでください。
◆日時�２月14日㈮
◆場所�岩泉地区合同庁舎
　　　　第２会議室
◆申込期限�２月12日㈬
◆ 申し込み・問い合わせ先�宮

古農業改良普及センター（☎
0193-64-2220）

●募募 就農説明会を開催します

●募募 参加者などを募募集中
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おめでた　　 おくやみ

　問題の答えをはがきに書いて、
役場政策推進課 (２月20日まで)
にお送りください。正解者の中
から抽選で５名様にプレゼント
が当たります。

Ｑ １　２月７日から始まる申告
相談。受け付けはいつまで？

　　Ａ）３月14日
　　Ｂ）３月15日

Ｑ ２　村の新しい教育長に就任
した袰岩敏雄さん。出身地は
どこ？

　　Ａ）岩手大学教育学部
　　Ｂ）北海道遠軽町

■前号（１月号）の正解
　Ｑ１→Ｂ、Ｑ２→Ｂ、Ｑ３→Ｂ
■当選者（敬称略）
　 上山明美（田野畑）、熊谷正初

（田野畑）、熊谷キヨ（沼袋）、
佐々木みどり（菅窪）、中村志
会之助（埼玉県）

※�この欄に掲載してほしくない人は、届け出
のとき、戸籍係の窓口に申し出てください

「田野畑むらづくり基金」への寄付状況
（１月20日現在）3194万7,904円

520件（村内106件、県内145件、県外269件）

「田野畑むらづくり基金」の申し込み・問い合わせは、村ホームページ
をご覧いただくか、総務課（☎34-2111   内線15）までご連絡ください。

役 立ちカレンダー　　　　　　　 期 間：２月３日㈪～28日㈮

月　日 行　事 場　所 時間 問い合わせ先

２月
３日 ㈪ アズビィ健康スポーツ教室

「卓球・ソフトバレー教室」
アズビィ体育館
（毎週月曜日）

19:30 ～
21:00 教育委員会

５日 ㈬ アズビィ健康スポーツ教室
「バドミントン教室」

アズビィ体育館
（毎週水曜日）

20:00 ～
21:00 教育委員会

７日 ㈮

アズビィ健康スポーツ教室
「フットサル教室」

アズビィ体育館
（毎週金曜日）

19:00 ～
21:00 教育委員会

申告相談所開設（３月14日まで） 詳しい日程は５ページに掲載 税務会計課
　（内線32）

８日 ㈯ 診療所休診 診療所

16日 日 アズビィ健康スポーツ教室
「バドミントン交流会」 アズビィ体育館 9:00 ～

12:00 教育委員会

19日 ㈬ 幼児健診 健診センター 13:00 ～
15:30 保健福祉課

28日 ㈮

固定資産税４期納期限 税務会計課
　（内線34）

後期高齢者医療保険料８期納期
限

生活環境課
　（内線23）

役場☎34-2111 ／ 教育委員会☎34-2226 ／ 医科診療所☎33-3101 ／ 歯科診療所☎33-3100 ／ 保健福祉課☎33-3102

はまなす号巡回カレンダー　        期間：２月19日㈬～20日㈭
◆はまぎくコース（机・北山方面）
月　日 場　　所 時　間

２月19日��㈬
グループホームつくえ付近 9:40 ～ 10:00
北山地区総合センター 10:10 ～ 10:25

◆たんぽぽコース（真木沢・切牛方面）
月　日 場　　所 時　間

２月19日��㈬
佐藤進氏宅付近 11:05 ～ 11:20
望洋館 11:30 ～ 11:45

◆おきなぐさコース（沼袋・甲地方面）
月　日 場　　所 時　間

２月20日��㈭
産直プラザ尾肝要 9:45 ～ 10:00
山栄会リアス倶楽部付近 10:10 ～ 10:40
甲地公民館 10:50 ～ 11:05

◆問い合わせ先�教育
　委員会（☎34-2226）

　村は、東日本大震災で被災した皆さんを対象
に、次のような支援を行っています。さかのぼ
って助成を受けることができます。詳しい内容
は、担当課に問い合わせてください。
◆ 移転団地外自主再建�移転団地外の村内に自

宅を建設か購入。敷地造成費（擁壁工事費等
除く）上限50万円、測量登記費（相続登記費
用等除く）上限20万円

　※ １月から新たに助成を開始。支払い済みの
敷地造成費や測量登記費も助成対象です

◆ 住宅再建�村内に自宅を建設か購入。複数世
帯200万円、単数世帯150万円

　※ １月から助成額を２倍に変更。受給済みの
人は差額分の助成を受けることができます

◆ 被災住宅修築�被災住宅の修繕など。大規模
半壊20万円、半壊５万円

◆ 新規住宅債務�利子相当額の助成。上限300

万円
◆ 移転費用�村内に居住する世帯。複数世帯20

万円、単数世帯15万円
◆ 浄化槽設置�通常の補助金に５人槽29万８千

円以内、７人槽45万９千円以内を追加。合計
額で５人槽90万円以内、７人槽115万円以内

◆ 汚水公共ます等�給水・下水道等区域内の、
汚水公共ます、２戸以上の接続が見込める公
共用地内の上下水道管の敷設を村直営工事で
整備

◆ 災害公営住宅家
賃�入居日から
３年間、家賃を
３割減額。上限
１万円

◆ 申し込み・問い
合わせ先�復興
対策課（☎34－

2111　内線68）

　東日本大震災の被害を受けたことなどにより
新しく住宅を建築しようとする人で、やむを得
ず農地に建築する場合、農振除外申し出（農用
地区域から除外する手続き）と、農地転用許可

（人為的に農地を農地以外のものにすること）
が必要です。
　村は、申し出から許可、その後の住宅建築な
どをスムーズに進めるため、申し出期限を設け
て受け付けています。農地への住宅建築予定が
ある人は、忘れずに手続きをしてください。
◆ 要件（①～⑤全てを満たす必要があります）
　① 緊急性があり、農用地区域以外に代わる土

地がない
　② 周辺農地の利用や農作業の効率化に支障が

ない
　③ 農用地区域内の効率的かつ担い手などの農

用地利用集積に支障を及ぼさない
　④ 土地改良施設の有する機能に支障を及ぼす

恐れがない
　⑤ 土地改良事業などによって整備した区域外
◆必要書類
　①申出書
　② 転用許可申請書必要書類（土地登記簿謄本、

建物配置図、建物平面図など）
※ 住宅用地として適正な面積の手続きのため、

事前に分筆が必要になる場合があります
◆申し出期限�２月28日㈮
※ 来年度は５月末、８月末、10月末、２月末を

期限に受け付けを予定しています。手続きや
その後の住宅建築などを円滑に進めるために、
早めの申し出を心掛けてください

※ 申し出状況によって期限を変更する場合があ
ります。予定している人は、事前に産業振興
課に連絡してください

◆ 申し出・問い合わせ先�産業振興課（☎34－

2111　内線71）

まずは早めに連絡を

農振除外の
申し出

２月末を期限に受付中

〔平成25年12月届け出分〕
（一部敬称略）

●健やかに　～誕生～
　吉塚　康希（こうき）くん

公太郎・小織　甲　地

　山根　志稀（しき）くん
成一・裕子　羅　賀

　松頭　泰生（たいせい）くん
直人・史枝　北　山

　山根　海音（みおん）ちゃん
雄斗・美里　羅　賀

　工藤　瑛司（えいじ）くん
光昭・杏子　真木沢

　吉塚　健生（けんせい）くん
恭次・春菜　甲　地

■安らかに　～お悔やみ～
　藤　島　ナ　ヲ（82）　沼　袋
　熊　谷　一　男（84）　七　滝
　伏　山　リ　キ（94）　甲　地
　熊　谷　トミサ（85）　羅　賀

住宅再建を
助成しています

大震災で被災した皆さんが対象

浄化槽設置なども助成

102014・２　広報



12月
定例会

村議会だより

※村議会だよりは広報編集委員会（委員長・中村勝明議員）で編集したものです

　平成25年第14回村議会定例会が12月19、20日の２日間の会期で開
催しました。一般質問は定例会初日に行い、佐々木芳利議員、中村
勝明議員、小松山久男議員、菊地大議員の４人が登壇し村の姿勢を
質問。翌20日は村長から提出された報告１件、議案12件を審議し原
案どおり可決し、追加で教育委員会委員の同意案２件が審議され１

件については同意され、もう１件は不同意となり閉会しました。

 

平
成
25
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
27
億
３
５
２
５
万
８
千
円
を
減
額
し
、

予
算
総
額
を
１
９
１
億
７
９
５
８
万
８
千
円
に

●
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
10
号
）

　
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
。

　
・
派
遣
職
員
人
件
費
負
担
金

　
　
　
５
０
０
万
円
追
加

　
・  

東
日
本
大
震
災
復
興
交
付
金
基
金

　
　
積
立
金

　
　
　
４
８
７
１
万
４
千
円
追
加

　
・
福
祉
灯
油
助
成
扶
助
費

　
　
　
95
万
円
計
上

　
・
災
害
等
廃
棄
物
処
理
業
務
委
託
料

　
　
　
28
億
５
５
４
２
万
５
千
円
減
額

　
・ 

産
業
復
興
支
援
補
助
金
（
菌
床
し

　
　
い
た
け
生
産
支
援
）

　
　
　
５
０
０
万
円
減
額

　
・
密
漁
監
視
カ
メ
ラ
整
備
事
業
補
助

　
　
金

　
　
　
１
１
０
万
６
千
円
計
上

　
・ 

平
井
賀
漁
港
地
区
高
台
移
転
地
埋

　
　
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
委
託
料

　
　
　
５
８
１
万
円
追
加

　
・
道
路
除
雪
業
務
委
託
料

　
　
　
２
０
０
０
万
円
追
加

　
・
移
転
団
地
環
境
等
整
備
事
業

　
　
　
５
５
１
万
９
千
円
計
上

● 

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

　
２
５
２
万
２
千
円
を
追
加
し
、
総
額

７
億
３
２
１
３
万
１
千
円
と
す
る
内
容
。

主
な
も
の
は
、
平
井
賀
漁
港
地
区
及
び

島
越
漁
港
地
区
漁
業
集
落
排
水
処
理
施

設
防
護
柵
整
備
事
業
２
５
２
万
２
千
円

を
計
上

● 

介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）

【
保
険
事
業
勘
定
】

　
２
１
８
１
万
４
千
円
を
追
加
し
、
総

額
４
億
９
６
０
２
万
３
千
円
と
す
る
内

容
。
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
。

　
・
地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付

　
　
費

　
　
　
５
３
０
万
円
追
加

　
・
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費

　
　
　
１
２
４
０
万
円
追
加

　
・
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
給
付
費

　
　
　
５
３
０
万
円
追
加

● 

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

　
91
万
円
を
追
加
し
、
総
額
３
１
５
９

万
６
千
円
と
す
る
内
容
。
主
な
も
の
は
、

岩
手
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
納

付
金
91
万
円
を
追
加
。

議
決
し
た
議
案
等

【
報
告
第
１
号
】

● 

23
災
第
１
２
５
号
平
井
賀
漁
港
（
平

井
賀
地
区
）
東
防
波
堤
災
害
復
旧
工

事
の
変
更
請
負
契
約
の
締
結
に
関
す

る
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

　
工
事
請
負
契
約
を
52
万
５
千
円
増
額

し
変
更
後
を
１
億
１
６
０
２
万
５
千
円

と
す
る
も
の
。

　
・
受
注
者
　
大
豊
建
設
㈱
東
北
支
店

【
議
案
第
１
号
】

● 

村
道
田
野
畑
平
井
賀
線
道
路
改
良
舗

装
第
２
工
区
工
事
変
更
請
負
契
約
の

締
結
に
関
し
議
決
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

　
工
事
請
負
契
約
を
５
８
５
万
９
千
円

増
額
し
変
更
後
を
６
５
７
０
万
９
千
円

と
す
る
も
の
。

　
・
受
注
者
　
熊
谷
建
設
㈱

【
議
案
第
２
号
】

● 

平
成
25
年
度
田
野
畑
村
災
害
公
営
住

宅
買
取
事
業
（
島
越
地
区
切
牛
）
に

係
る
基
本
協
定
の
締
結
に
関
し
議
決

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
・ 

事
業
名
　
平
成
25
年
度
田
野
畑
村

　
　 

災
害
公
営
住
宅
買
取
事
業
（
島
越

地
区
切
牛
）

　
・ 

事
業
内
容
　
災
害
公
営
住
宅
建
設

　
　
24
棟

　
・
施
行
地
　
切
牛
地
内

　
・
限
度
額
　
４
億
８
５
０
０
万
円

　
・
相
手
方
　
熊
谷
建
設
㈱
ほ
か
３
社

　
・
協
定
期
間
　
　
平
成
25
年
度
内

【
議
案
第
３
号
】

● 

財
産
の
取
得
に
関
し
議
決
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

　
・ 

取
得
の
目
的
　
公
共
施
設
等
の
非

　
　 

常
時
等
に
お
け
る
電
源
の
確
保
に

供
す
る
た
め

　
・
取
得
す
る
財
産
　
非
常
用
発
電
設

　
　
備(

発
電
機
44
台
等)

　
・
取
得
金
額

　
　
１
１
４
５
万
７
６
０
０
円

　
・
契
約
の
相
手
方
　
互
光
商
事
㈱

【
議
案
第
４
号
】

● 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例

　
羅
賀
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

整
備
に
伴
い
施
設
の
管
理
等
に
つ
い
て

制
定
し
た
も
の
。

【
議
案
第
５
号
】

● 

児
童
館
設
置
条
例
並
び
に
田
野
畑
村

立
保
育
所
設
置
及
び
管
理
運
営
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
児
童
館
及
び
保
育
所
の
管
理
に
つ
い

て
指
定
管
理
の
方
法
に
よ
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
定
め
る
た
め
、
所
要
の
改
正
。

【
議
案
第
６
号
】

● 

田
野
畑
村
介
護
保
険
条
例
等
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　
地
方
税
の
例
に
な
ら
い
、
介
護
保
険

料
等
の
延
滞
金
等
に
つ
い
て
所
要
の
改

正
。

【
同
意
案
第
１
号
及
び
第
２
号
】

● 

教
育
委
員
会
の
委
員
の
任
命
に
関
し

同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
同
意
案
第
１
号
で
佐
々
木
源
良
委
員

が
平
成
25
年
９
月
30
日
付
で
退
任
し
た

こ
と
か
ら
、
大
澤
東
一
郎
氏
を
教
育
委

員
会
の
委
員
に
任
命
の
同
意
案
が
提
出

さ
れ
た
が
起
立
少
数
に
よ
り
不
同
意
。

　
同
意
案
第
２
号
で
石
岡
三
郎
教
育
長

が
平
成
25
年
９
月
30
日
付
け
で
退
任
し

た
こ
と
か
ら
、
袰
岩
敏
雄
氏
を
教
育
委

員
会
の
委
員
に
任
命
の
同
意
案
が
提
出

さ
れ
、
満
場
一
致
で
同
意
。

〈
質
問
〉　
福
祉
灯
油
が
、
補
正
予
算
で

95
万
円
が
計
上
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
実

施
方
法
等
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

〈
村
長
〉　
今
年
度
も
高
騰
の
状
況
が
続

い
て
い
る
こ
と
か
ら
村
内
の
70
歳
以
上

の
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
世
帯
及
び
障

害
者
の
世
帯
で
住
民
税
の
非
課
税
世
帯

そ
し
て
生
活
保
護
世
帯
を
対
象
に
し
て

補
助
を
す
る
こ
と
で
今
議
会
の
一
般
会

計
予
算
に
福
祉
灯
油
の
補
助
費
用
を
提

案
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

〈
質
問
〉　
緊
急
雇
用
対
策
事
業
に
つ
い

て
今
年
度
の
事
業
実
績
は 

ど
れ
く
ら

い
で
あ
る
の
か
、
ま
た
、
新
年
度
に
お

け
る
事
業
規
模
の
見
通
し
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

〈
村
長
〉　
今
年
度
実
施
見
込
み
で
す
が

15
事
業
総
事
業
１
億
２
０
０
０
万
円
ほ

ど
と
な
っ
て
お
り
、
雇
用
者
87
名
の

事
業
を
実
施
中
で
す
。
平
成
26
年
度

分
は
、
県
の
現
下
の
情
報
に
よ
り
ま

す
と
、
新
年
度
の
市
町
村
の
配
分
は

前
年
度
よ
り
大
き
く
減
額
に
な
る
見 佐々木 芳利議

員

一
　
般
　
質
　
問

（
第
３
号
）

【
事
業
勘
定
】

　
６
３
８
７
万
１
千
円
を
追
加
し
、
総

額
６
億
３
５
６
８
万
４
千
円
と
す
る
内

容
。
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
。

　
・
一
般
被
保
険
者
療
養
給
付
費

　
　
　
４
６
０
０
万
円
追
加

　
・
退
職
被
保
険
者
等
療
養
給
付
費

　
　
　
８
０
０
０
万
円
追
加

　
・
後
期
高
齢
者
支
援
金

　
　
　
６
７
２
万
７
千
円
追
加

【
直
営
診
療
施
設
勘
定
】

　
62
万
２
千
円
を
追
加
し
、
総
額
１
億

４
６
６
７
万
円
と
す
る
内
容
。
主
な
も

の
は
、
歯
科
医
療
器
具
購
入
費
42
万
円

を
追
加

● 

簡
易
水
道
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

４
号
）

　
５
万
２
千
円
を
追
加
し
、
総
額
11
億

８
８
８
５
万
９
千
円
と
す
る
内
容
。
主

な
も
の
は
次
の
と
お
り
。

　
・
人
件
費

　
　
　
５
万
２
千
円
追
加

● 

集
落
排
水
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

３
号
）

袰岩敏雄教育委員
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12月
定例会

村議会だより

込
み
で
あ
り
、
本
村
に

お
い
て
は
今
年
度
並

み
の
14
事
業
総
事
業

１
億
２
０
０
０
万

円
雇
用
者
73
人
を

対
象
と
し
て
計
画

を
県
に
要
望
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
こ

の
事
業
は
災
害
発
生
に

よ
っ
て
離
職
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
方
々
を
中
心
と
し
て
国
の
緊

急
雇
用
対
策
で
あ
り
ま
す
こ
と
か
ら
、

現
在
復
旧
・
復
興
事
業
等
の
建
設
事
業

を
中
心
と
し
た
求
人
が
増
加
し
村
内
の

事
業
社
に
お
い
て
も
就
業
者
の
確
保
が

難
し
い
状
況
で
も
あ
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
に
お
い
て
は
、
短
期
就
労
の
み
だ

け
で
は
な
く
、
１
次
産
業
な
ど
の
本
村

の
地
場
産
業
の
振
興
、
就
労
条
件
の
安

定
化
を
目
指
し
た
総
合
的
な
取
り
組
み

へ
と
移
行
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

〈
質
問
〉　
消
防
団
第
１
分
団
第
２
分
団

の
運
営
と
移
転
団
地
へ
の
屯
所
建
設
の

考
え
が
あ
る
か
伺
い
た
い
。

〈
村
長
〉　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
形

成
、
消
防
団
そ
し
て
第
１
分
団
第
２
分

団
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
そ
の
方
向

性
は
同
じ
方
向
に
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

消
防
団
の
運
営
は
、
必
要
に
応
じ
て
意

見
交
換
を
重
ね
て
い
く
考
え
で
す
。
ま

た
、
屯
所
建
設
は
、
皆
さ
ん
の
意
見
を

し
て
は
、
漁
業
集
落
防
災
機
能
強
化
事

業
を
実
施
し
災
害
が
発
生
し
て
も
人
命

を
守
る
安
全
な
住
環
境
の
整
備
、
地
域

活
力
の
早
期
復
興
を
支
援
す
る
た
め
の

ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
の
実
施
、
更
に

は
災
害
に
強
い
道
路
交
通
整
備
を
推
進

し
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
農
林
水
産
業

等
の
振
興
、
高
齢
者
の
方
々
の
保
健
福

祉
の
推
進
、
子
育
て
の
支
援
対
策
に
も

取
り
組
み
誰
も
が
住
み
良
い
村
づ
く
り

の
実
現
の
た
め
事
業
を
実
施
し
て
参
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

〈
質
問
〉　
産
業
開
発
公
社
は
村
の
産
業

振
興
の
中
核
に
な
る
べ
き
法
人
で
あ
る
。

産
業
振
興
面
で
の
産
業
開
発
公
社
の
役

割
を
ど
う
活
用
し
て
い
く
か
今
後
の
見

通
し
を
伺
い
た
い
。

〈
村
長
〉　
１
次
産
業
は
、
高
齢
化
や
燃

油
の
高
騰
高
止
ま
り
円
高
に
よ
る
資
材

値
上
げ
等
に
よ
り
非
常
に
厳
し
い
状
況

で
あ
る
。
今
後
に
お
い
て
も
担
い
手
不

足
や
消
費
税
の
値
上
げ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
参
加

に
お
け
る
関
税
の
適
用
等
に
よ
る
よ
り

一
層
の
厳
し
い
状
況
に
な
る
も
の
と
想

定
さ
れ
、
村
の
１
次
産
業
の
維
持
発
展

を
さ
せ
る
た
め
に
、
担
い
手
の
確
保
、

生
産
量
の
拡
大
や
ブ
ラ
ン
ド
化
の
推
進

に
よ
る
収
益
の
向
上
、
新
規
作
物
の
導

入
や
６
次
産
業
の
推
進
な
ど
の
活
性
化

に
つ
な
が
る
施
策
を
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
。
ま
た
、
１
次
産
業
の

推
進
に
お
い
て
は
加
工
及
び
販
売
能
力

を
す
る
こ
と
で
す
。
す
べ
て
は
主
権
者

で
あ
る
村
民
の
た
め
有
能
な
議
論
を
交

わ
す
こ
と
で
地
域
づ
く
り
に
つ
な
げ
る

こ
と
、
そ
の
最
良
の
道
筋
を
互
い
に
導

き
出
し
な
が
ら
村
民
の
負
託
に
応
え
る

べ
く
村
民
の
た
め
の
村
民
に
よ
る
行
政

運
営
を
す
る
こ
と
に
心
血
を
注
ぎ
た
い
。

菊地 大議
員

〈
質
問
〉　
待
機
児
童
で
す
が
、
前
回
の

一
般
質
問
で
緊
急
性
が
あ
る
意
見
を
伝

え
た
は
ず
で
す
が
、
進
展
具
合
を
見
て

も
深
刻
さ
が
無
い
、
真
剣
さ
が
無
い
と

い
う
の
が
感
想
で
す
。
そ
の
中
で
今
後

の
見
通
し
に
関
し
て
村
長
は
人
材
確
保
、

職
員
の
待
遇
改
善
、
人
的
な
基
礎
固
め

の
整
備
と
い
っ
た
回
答
で
し
た
。
そ
の

後
、
３
か
月
が
た
ち
ど
の
よ
う
な
状
況

に
な
っ
た
の
か
伺
い
た
い
。

〈
村
長
〉　
保
護
者
を
は
じ
め
様
々
な
方

か
ら
の
ご
意
見
を
拝
聴
、
参
考
に
し
な

が
ら
今
後
に
お
い
て
も
引
き
続
き
待
機

児
童
の
解
消
に
努
め
て
参
り
た
い
。
こ

の
問
題
は
村
と
し
て
の
定
住
化
対
策
の

一
つ
で
も
あ
り
、
住
み
続
け
て
も
ら
う

た
め
に
も
し
っ
か
り
と
待
機
児
童
の
解

消
に
努
め
て
い
く
こ
と
が
肝
要
で
あ
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。 

〈
質
問
〉　
ホ
テ
ル
羅
賀
荘
の
長
期
に
わ

た
る
改
善
計
画
を
打
ち
出
し
実
行
す
る

と
い
っ
た
方
向
は
責
務
と
感
じ
る
。
や

る
の
な
ら
徹
底
的
に
、
ほ
か
の
策
を
と

る
な
ら
敏
速
に
と
思
い
ま
す
が
問
題
は

な
い
か
伺
い
た
い
。

〈
村
長
〉　
経
営
再
開
を
す
る
時
点
に
お

い
て
経
営
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
ど
こ
に
お

い
て
い
る
の
か
を
明
確
に
し
な
が
ら
施

設
と
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
そ
の
単
価
に
つ

い
て
の
折
り
合
い
を
持
た
せ
る
こ
と
が

大
切
で
あ
る
。
こ
の
経
営
に
見
合
っ
た

サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
、
シ
テ
ィ
ー
ホ
テ

ル
に
は
な
い
農
林
水
産
業
の
多
様
な
観

光
資
源
、
文
化
、
遺
跡
、
生
活
文
化
、

食
文
化
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
生
か
す

ホ
テ
ル
経
営
を
す
る
こ
と
だ
と
思
っ
て

い
る
。
経
済
や
経
営
条
件
は
常
に
変
化

変
容
す
る
も
の
で
あ
り
、
観
光
事
業
は

常
に
そ
の
流
れ
を
キ
ャ
ッ
チ
し
な
が
ら

経
営
を
展
開
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
村
民
一
人
の
持
っ
て
い

る
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
す
こ
と
、

し
な
や
か
な
経
営
、
そ
し
て
協
力
者
情

報
提
供
者
と
の
縁
を
広
く
強
く
す
る
こ

と
な
ど
が
そ
の
戦
略
の
具
体
的
な
積
み

上
げ
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。
村
民

に
愛
し
て
い
た
だ
く
、
外
に
も
そ
し
て

愛
さ
れ
る
ホ
テ
ル
、
そ
し
て
信
頼
さ
れ

る
会
社
と
い
う
こ
と
を
目
指
す
こ
と
で

段
階
を
経
て
改
善
し
て
い
き
た
い
。

踏
ま
え
な
が
ら
考
え
て
い
く
所
存
で
あ

り
、
現
時
点
に
お
い
て
は
計
画
し
て
い

な
い
と
こ
ろ
で
す
。

の
あ
る
第
三
セ
ク
タ
ー
の
力
や
民
間
企

業
、
そ
の
他
の
協
力
機
関
等
の
協
力
支

援
を
得
な
が
ら
人
材
育
成
、
資
源
発
掘
、

商
品
開
発
、
販
売
チ
ャ
ン
ネ
ル
等
販
路

の
拡
大
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

〈
質
問
〉　
副
村
長
及
び
教
育
長
の
人
事

に
関
す
る
村
長
の
率
直
な
見
解
を
伺
い

た
い
。

〈
村
長
〉　
多
方
面
に
わ
た
っ
て
こ
れ
ま

で
人
材
確
保
に
努
め
な
が
ら
適
任
者
の

方
々
と
交
渉
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

そ
の
結
果
田
野
畑
村
教
育
委
員
に
つ
き

ま
し
て
は
、
適
任
者
の
方
、
関
係
す
る

機
関
の
長
と
話
し
を
詰
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
提
案
す
る
段
階
に
あ
る
と

こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
副
村
長
も
、
同
様

に
努
め
て
い
ま
す
が
年
度
半
ば
で
も
あ

り
現
時
点
に
お
い
て
は
交
渉
ま
で
は

至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
副
村
長
の
空

席
に
つ
い
て
も
解
消
す
る
よ
う
努
め
て

参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

〈
質
問
〉　
村
長
の
選
挙
公
約
・
基
本
方

針
が
ど
う
生
か
さ
れ
る
か
新
年
度
の
重

点
施
策
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

〈
村
長
〉　
何
よ
り
も
復
旧
・
復
興
を
優

先
施
策
と
し
て
当
初
予
算
を
取
り
ま
と

め
る
考
え
で
す
。
主
要
事
業
の
一
部
と 中村 勝明議

員

〈
質
問
〉　
村
長
は
９
月
の
定
例
会
に
お

い
て
、
日
本
共
産
党
田
野
畑
支
部
と
書

面
を
も
っ
て
政
策
協
定
を
結
ん
だ
こ
と

を
認
め
ま
し
た
。
石
原
村
政
が
日
本
共

産
党
田
野
畑
支
部
の
政
策
が
用
い
ら
れ

る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
政
策
協
定
の
概

要
を
村
民
に
知
ら
せ
る
べ
き
と
思
う
が

見
解
を
伺
い
た
い
。

〈
村
長
〉　
９
月
定
例
会
で
述
べ
た
と
お

り
で
あ
り
ま
す
が
、
本
質
は
ど
こ
に
あ

る
か
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
目

の
前
の
課
題
や
壁
に
何
の
価
値
を
見
出

す
か
で
あ
り
ま
す
。
村
民
の
顔
が
あ
る

か
、
村
民
に
向
か
っ
て
い
る
か
、
村
民

の
幸
福
や
笑
顔
に
つ
な
が
る
こ
と
で
あ

る
か
、
そ
し
て
、
感
動
や
被
災
の
涙
の

方
向
へ
と
進
ん
で
い
る
か
で
あ
り
ま
す
。

物
質
的
な
観
点
や
様
々
な
観
点
の
バ
ラ

ン
ス
を
取
り
な
が
ら
村
民
の
声
に
平
等

に
公
平
に
耳
を
傾
け
、
偏
ら
な
い
政
治 小松山 久男議

員

議
会
の
主
な
動
き

９
月

　

２
日
　 

知
事
を
囲
む
懇
談
会
（
岩
手
県
自

治
会
館
）

　

５
日
　 

わ
た
し
の
主
張
下
北
地
区
大
会

（
田
野
畑
中
）

　

９
日
　 

東
日
本
大
震
災
復
興
対
策
特
別
委

員
会
及
び
政
務
調
査
会
総
会
（
役

場
）

　

13
日
　
議
会
運
営
委
員
会

　

16
日
　 

田
野
畑
村
敬
老
会
（
ホ
テ
ル
羅
賀

荘
）

　

18
日
　 

県
町
村
議
長
会
監
査
（
岩
手
県
自

治
会
館
）

　

20
～
27
日
　 

議
会
運
営
委
員
会
及
び
第
11

回
田
野
畑
村
定
例
村
議
会

10
月

　

５
～
６
日
　 

復
興
祈
念
祭
（
ア
ズ
ビ
ィ
楽

習
セ
ン
タ
ー
周
辺
）

　

12
日
　 

宮
古
工
業
高
校
創
立
40
周
年
記
念

式
典

　

13
日
　
三
陸
沿
岸
道
路
普
代
道
路
開
通
式

　

19
日
　
宮
古
高
校
創
立
90
周
年
記
念
式
典

　

21
日
　 

矢
巾
町
議
会
町
政
調
査
会
視
察
来

訪

　

21
日
　 

宮
古
地
区
広
域
行
政
組
合
議
会
10

月
定
例
会
（
新
里
総
合
支
所
）

　

21
日
　 

岩
手
県
沿
岸
知
的
障
害
児
施
設
組

合
議
会
定
例
会
（
宮
古
市
役
所
）

　

22
日
　
第
12
回
田
野
畑
村
臨
時
村
議
会

　

30
日
　 

東
日
本
大
震
災
復
興
対
策
特
別
委

員
会
視
察
（
陸
前
高
田
方
面
）
及

び
東
部
町
村
議
長
会
議
員
研
修
・

交
流
会
（
大
槌
町
）

　

31
～
11
月
１
日
　 

岩
手
県
町
村
議
会
議
長

会
臨
時
役
員
会
（
花
巻

市
）

11
月

　

７
日
　 

三
陸
沿
岸
道
路
田
野
畑
南
〜
尾
肝

要
起
工
式
（
浜
岩
泉
地
区
）

　
８
日
　
第
13
回
田
野
畑
村
臨
時
村
議
会

　
12
日
　
岩
手
県
町
村
議
長
会
政
務
調
査
会

　
　
　
　（
全
国
町
村
議
員
会
館
）

　
12
日
　
県
選
出
国
会
議
員
を
囲
む
懇
談
会

　
　
　
　（
グ
ラ
ン
ド
ア
ー
ク
半
蔵
門
）

　
12
～
13
日
　 

岩
手
県
沿
岸
知
的
障
害
児
施

設
組
合
議
会
議
員
研
修
（
宮

城
県
栗
原
市
、
東
松
島
市
）

　
13
日
　 

岩
手
県
町
村
議
長
会
政
務
調
査
会

研
修
会
（
全
国
町
村
議
員
会
館
）

　

13
日
　 

町
村
議
長
全
国
大
会
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ

ホ
ー
ル
）

　
13
～
15
日
　 

東
部
議
長
会
研
修
視
察
（
新

潟
県
長
岡
市
、
糸
魚
川
市
）

　
13
～
15
日
　 

宮
古
地
区
広
域
行
政
組
合
行

政
視
察
（
宮
城
・
山
形
県
）

　
18
日
　 

三
陸
沿
岸
道
路
尾
肝
要
普
代
起
工

式
（
普
代
村
）

　
22
日
　 

東
日
本
大
震
災
復
興
対
策
特
別
委

員
会
（
役
場
）

　
25
日
　 

岩
手
県
漁
港
漁
村
協
会
漁
港
検
診

　
　
　
　（
島
越
漁
港
）

　
26
日
　 

宮
古
地
区
広
域
行
政
組
合
全
員
協

議
会（
宮
古
衛
生
処
理
セ
ン
タ
ー
）

　
28
日
　 

岩
手
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
議
会
定
例
会
（
岩
手
県
自
治
会

館
）

12
月

　
９
日
　 

島
越
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
工
事
安

全
祈
願
祭
（
松
前
沢
地
内
）

　
11
日
　 

明
戸
防
潮
堤
安
全
祈
願
祭
（
明
戸

地
内
）

　
11
日
　 

議
員
全
員
協
議
会
・
震
災
復
興
状

況
説
明
会
（
役
場
）

　
12
日
　 

田
野
畑
村
復
興
計
画
推
進
委
員
会

（
役
場
）

　
17
日
　
議
員
全
員
協
議
会
（
役
場
）

　
18
日
　
復
興
大
臣
政
務
官
来
訪
対
応

　
19
～
20
日
　
第
14
回
村
議
会
定
例
会
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広
報

た
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は
た

平
成
26年

２
月
１
日

№
563

166

佐藤  蒼
そ う

大
た

くん（１歳５カ月）
伸也さん・久香さん＝田野畑＝

お母さんからのひとこと

　クレーンやダンプが大好き。村内の
工事現場を見るたびに興奮しています。
すごく短気で、最近は物を投げるよう
に…。とにかく元気で丈夫に育ってね。

菊野 奈
な

央
お

子
こ

さん（22）＝西和野＝

★仕事は？
　 　たのはた児童館で学童保育を担当しています。千

葉県出身ですが、大学時代のサークルの合宿で田野
畑が好きになり村に就職しました。子どもたちの元
気と笑顔に囲まれて、毎日楽しく仕事をしています。

★今、頑張っていることは？
　 　仕事ですね。学童保育の小学生が「ただいま」と

言って来られる楽しい場所にしたいと思っています。
★休日は何をしていますか？
　 　買い物に行ったりカラオケに行ったりします。平

日の夜はバレーボールやバドミントンなどスポーツ
三昧。皆さんもぜひ一緒に体を動かしましょう！

★理想の男性のタイプは？
　 　年上で、筋肉質なスポーツマン♥
★最後に一言お願いします！
　 　仕事を始めてもうすぐ１年。これからも田野畑村

で頑張りますので、よろしくお願いします。

街角インタビュー　がんばってます 149

　

１
月
21
～
22
日
、
盛
岡
市
で
開

催
さ
れ
た
「
第
19
回
東
北
広
報
サ

ミ
ッ
ト
」
に
参
加
。
県
内
は
も
と

よ
り
、
遠
く
は
大
阪
や
新
潟
か
ら

約
70
人
の
広
報
担
当
者
や
Ｏ
Ｂ
が

集
ま
り
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
「
災

害
広
報
」。
皆
さ
ん
の
考
え
を
聞

い
た
り
、
自
分
の
意
見
を
話
し
た

り
し
て
、
と
て
も
有
意
義
な
研
修

会
で
し
た
。
参
加
し
た
皆
さ
ん
の

意
識
が
と
て
も
高
く
、
自
分
が
い

か
に
何
も
考
え
て
い
な
か
っ
た
か

…
。
こ
の
サ
ミ
ッ
ト
を
機
会
に
も

う
一
度
、
自
分
の
仕
事
を
見
つ
め

直
そ
う
と
思
い
ま
す
▼
３
月
の
開

通
を
目
指
し
て
工
事
が
進
む
尾
肝

要
道
路
。
そ
の
ト
ン
ネ
ル
を
歩
く

こ
と
が
で
き
る
見
学
会
が
２
月
16

日
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
尾
肝
要
道

路
は
自
動
車
専
用
道
な
の
で
、
こ

の
機
会
を
逃
す
と
、
も
う
歩
く
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
お
誘
い
合
わ

せ
の
上
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い

▼
村
内
か
ら
は
最
近
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
感
染
の
情
報
が
聞
こ
え
て

く
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
皆
さ

ん
予
防
接
種
は
受
け
ま
し
た
か
？

マ
ス
ク
や
手
洗
い
、
う
が
い
な
ど

を
心
掛
け
、
感
染
や
拡
大
を
一
人

一
人
が
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

（
政
策
推
進
課　

佐
々
木
和
也
）
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